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７．報告書及びパンフレットの作成 

アンケート調査結果、実地調査結果に基づき、パンフレットと報告書を作成した。内容については、

専門家委員会で承認を得る形とした。 

 

パンフレットについては、別途作成した。項目を以下に示した。 

はじめに 

１．装置産業の設備の経年分布 

２．経年設備の点検回数、計画外停止回数、修理回数 

３．災害の有無と設備の運転状況 

４．「はさまれ、巻き込まれ」災害の特徴 

５．「はさまれ、巻き込まれ災害」の特徴のまとめ 

６．「はさまれ、巻き込まれ」災害の防止対策 

６－①．高経年設備における設備保全の良好事例 

６－②a．隔離の原則、停止の原則に準拠した設備対策の良好事例 

６－②b．停止の原則に準拠した設備対策の良好事例 

６－③a．残留リスクへの取組良好事例 

６－③b．「はさまれ、巻き込まれ」災害防止ガイドラインの作成 

６－④．付着物、異物の除去作業での「はさまれ、巻き込まれ」災害防止対策 

６－⑤．人的要因による災害を防止するための良好事例 

６－⑥．経験年数が短い作業者への危険感受性の向上などの教育指導 

７．まとめ 

８．調査事業について 
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８．まとめ 

通信調査、実地調査の結果を通して、経年設備の状況、経年化した生産設備（動力機械）による「は

さまれ、巻き込まれ」災害の特徴、生産設備の労働災害防止の点から分析を実施した。 

通信調査では、12業界団体の 221 社、492 事業場から回答を得た。 

 

今回の調査対象事業場の調査対象設備、約 5万 1,500 箇所の約 35%が設置後 30年以上を経過した設備

であり、生産工程の設備が圧倒的に多かった。 

経年化した設備では、点検回数や計画外停止回数、修理回数が増加している傾向が見られた。災害の

起きた設備では起きていない設備よりもこれらの回数が多く、経年化とともに増加傾向にあった。一方

で、点検箇所や点検項目については、経年化による違いは見られなかった。 

 

「はさまれ、巻き込まれ」災害（死亡及び休業 4日以上）は、306 件の回答があった。 

報告された「はさまれ、巻き込まれ」災害の事故時の作業内容を見ると「付着・異物」によるものが

多く、「交換、準備」「調整、起動」「点検、監視」などの順番であった。 

設備要因による原因としては、「隔離の原則」が守られていない場合が多く、人的要因、管理要因、

作業環境要因による原因としては、「省略行為」や「確認不足」が多かった。 

 

実地調査では、このような経年化した設備の設備面や管理面での「はさまれ、巻き込まれ」災害の対

策として、他の参考となる良好事例が数多く見られた。 

理想としては、「本質的安全設計方策」が望ましいが、「安全防護」、「付加保護方策」、「使用上

の情報の提供及び作業の実施体制の整備、作業手順の整備、労働者に対する教育訓練の実施」などでも

良好な対策事例が行われていた。また、「残留リスク」対策にも工夫がされていた。 

 

今後、ますます、設備が高経年化する装置産業においてこのような設備の経年化による労働災害を未

然に防止するためには、設備面及び人的面、管理面、作業環境面での従来とは違った対策が求められる。 

今回収集した良好事例も参考になると考えられる。 

また、設備面での対策、管理面での対策には費用も掛かることから、予算の裏付けや経営トップの積

極的な関与による未然防止対策の推進が求められる。 

 

本調査に用いたアンケート票や集計結果の一部など、調査補足資料としてまとめて示した。 

 

補足資料（１）アンケート票（代表的な業界のもの） 

補足資料（２）調査対象業種の死傷災害、死亡災害（職場のあんぜんサイトより） 

補足資料（３）労働災害死傷者の経験年数と原因等の関係 

補足資料（４）災害を起こした設備と起こしていない設備の 2分割区分化による比較 

補足資料（５）実地調査で聴取した良好な取組事例の一覧表 
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１．　業界、企業、事業場に関する設問

Ｑ１．　貴事業場等について

貴事業場の概要及びアンケート回答者の連絡先等を記入してください。

名 郵便番号入力例：1600000

名

入力例：031112222

＊ 「事業場の労働者数」及び「関係請負人の労働者数」は、２０１８年３月末現在（あるいは昨年度末）の労働者数を記入してください。

関係請負人の労働者とは、請負、業務委託、派遣により同一事業場内で仕事を行う者を指し、建設工事や定期修理などで

一時的に作業を行う者を除きます。

郵便番号

貴　　社　　名：

貴 事 業 場 名：

貴事業場所在地：

貴事業場の労働者数：

関係請負人（協力会社社員）の労働者数：

ご回答者氏名：

ご回答者所属部署：

ご回答者お役職：

ご回答者電話番号：

ご回答者メールアドレス：

動力機械の経年化と労働災害、安全対策等に関するアンケート調査票　　日本アルミニウム協会

  平成29年度の厚生労働省の付帯設備の劣化状況等に関する調査ではアンケートにご協力いただきありがとうございました。おかげさまで装置産業にお
ける付帯設備の劣化状況及び付帯設備の劣化に起因する労働災害の事例を取りまとめることができました。
　平成30年度の調査では、視点を変えて、鉄鋼、非鉄金属、セメント、製紙、化学、石油精製などの装置産業における「はさまれ、巻き込まれ」災害の発生
状況について調査し、併せて設備の高経年化による労働災害の今後の増加の懸念の有無について調査をいたします。

　具体的には、「はさまれ、巻き込まれ」災害が多数発生している動力機械（一般動力機械、動力運搬機、金属加工用機械など）の中から、各業界共通機
械としてコンベア、ロール機、成形機、サッシ加工に分類し、それらを業種ごとに選定した調査対象設備において発生した労働災害に係る実態を調査・分析
するとともに、「はさまれ、巻き込まれ」災害の防止に役立つ情報として、それらの災害発生の未然防止に取り組んでいる特徴ある活動事例をとりまとめた
いと
考えています。

なお、アンケートの構成は以下のようになっています。

　　１．業界、企業、事業場に関する設問　Ｑ１
　　２．労働災害に関する設問　Ｑ２～Ｑ５
　　３．業種ごとに選定した調査対象設備に関する設問　Ｑ６～Ｑ１２
　　４．管理体制に関する設問　Ｑ１３～Ｑ３８
　　５．設備保全及び設備面の対策に関する設問　Ｑ３９～Ｑ４４
　　６．その他労働災害防止施策全般に関する設問　Ｑ４５～Ｑ４８

アンケートにご協力くださいますよう、よろしくお願いいたします。

　なお、設問中の各用語の定義等については、なるべく、各設問の部分に説明を記載するようにしていますが、ご不明な点がありましたら、
弊社、問い合わせ窓口（下記事務局）にメール、電話等でお問い合わせください。

【ご回答にあたってのお願い】
・ご回答は、本アンケート票（エクセル表）に直接ご記入ください。
・選択肢があるものは、該当するものを選択してください。
・点検頻度、停止回数、修理回数などの回数の自由記入欄で、２年に１回など整数での回答が難しい場合は、０．５回などの少数で回答するか、
または、文章（例：２年に１回）で回答をしてください。

・アンケートご回答期限：　　平成３０年９月２８日（金）まで
にご回答をお願いします。

・アンケート結果は各事業場の回答を集計し処理いたします。企業名、事業場名、設備名や個々の回答内容を公表することはありません。
　アンケート結果を本調査目的以外で使用することはいたしません。
・アンケート調査を請負う株式会社三菱ケミカルリサーチは「個人情報保護方針」を定め、個人情報を適正に管理いたします。

厚生労働省 労働基準局　安全衛生部　安全課
  本アンケート調査は、株式会社三菱ケミカルサーチが委託先として実施しております。
  本アンケートについて、ご不明な点、ご質問等ございましたら下記までご連絡ください。

＜事務局＞
    株式会社　三菱ケミカルリサーチ　調査コンサルティング部門
    TEL：　FAX：　E-mail：

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

郵便番号、電話番号は半角数字入力で間の「－」は入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動計算又は挿入されますので、入力不要です。

９．補足資料 

補足資料（１）アンケート票（代表的な業界のもの） 
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２．　労働災害に関する設問

貴事業場における過去１０年間の労働災害と「はさまれ、巻き込まれ」災害についてご回答ください。社員と関係請負人（協力会社社員）別にご記入ください。

Ｑ２とＱ３は、昨年度と同じ形式の質問表です。昨年度ご回答いただいた方は２００８年～２０１６年のデータをコピーアンドペーストで記入できます。

２０１７年のデータは追加記入してください。

Ｑ２．　貴事業場における過去１０年間の社員の労働災害発生件数を表１に記入してください。

（表１）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

0

0

0

0

0

Ｑ３．　貴事業場における過去１０年間の関係請負人（協力会社社員）の労働災害発生件数を表２に記入してください。

(協力会社社員とは請負、業務委託、派遣により同一事業場内で仕事を行う者を指し、建設工事や定期修理などで一時的に作業を行う者を除く)

（表２）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 10年

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 計

0

0

0

0

0

Ｑ４．　貴事業場における過去１０年間の社員の「はさまれ、巻き込まれ」災害の発生件数を表３に記入してください。

（表３）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 10年

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 計

0

0

0

0

Ｑ５．　貴事業場における過去１０年間の関係請負人（協力会社社員）の「はさまれ、巻き込まれ」災害の発生件数を表４に記入してください。

（表４）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 10年

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 計

0

0

0

0

Ｑ６．　貴事業場に表５に示した調査対象設備が貴事業場にあれば、設備の種類ごとに該当する設備数を記入してください。

（表５）

コンベア（荷役・運搬、圧延工程、押出工程等） 　

ロール機（熱間・冷間圧延、箔圧延、スリッター、包装機械等） 　

成形機（押出機等） 　

サッシ加工（組立機械等） 　

※設備の更新又は大改造を行った場合、設置後経過年数は更新又は大改造の年から起算してください。

Ｑ７．　「はさまれ、巻き込まれ」災害が発生している設備

調査対象設備の中で「はさまれ、巻き込まれ」災害（死亡災害及び休業４日以上）が発生した場合、労働災害の概要を表６-１に１件１表で記入してください。

労働災害発生時に厚生労働省に提出した報告書の該当箇所を転記できるところは転記しても結構です。

非定常作業とは、保全作業やトラブル対処作業、原料変更やスタートアップ、シャットダウン等の移行作業、試運転、試作等、通常生産及びそれに付随する作業と異なる作業を言います。

（表６－１）

・設備の種類

半角数字で、例えば2010年5月7日の場合は、20100507と記入してください。

日

①全身 ②頭 ③胸 ④腕 ⑤手 ⑥指 ⑦脚 ⑧その他

　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　

歳

　　　

年

＊平常運転中、定常作業中の安全対策：

＊点検、修理など非定常作業時の対策：

＊再起動時の安全対策

「はさまれ、巻き込まれ」災害(死亡及び休業４日以上)が
発生した設備の有無

「①あり」の場合下記を記入してください

件数　　　　　　　　　　　　人数

　　　

・死傷者の経験年数

・死傷者の社員、関係請負人（協力会社社員）の区別

ご　　回　　答　　欄

　　　

　　　

その他の内容や複数部位の場合の
内容を記入してください

・傷　　病　　名

・死傷者の年齢

・死傷者の性別

項　　　　目

・設備名　　（例：○○1号機、△△2号機など）

・労働災害発生年月日

・死傷の程度

なお、該当する労働災害が複数ある場合は、シート名「Ｑ７回答用追加分」に同じ表がありますので、１件１表で回答してください。
同一事故で複数人が被災した場合は、被災者別に表を作成してください。

・災害発生直前に実施していた安全対策

　　「はさまれ、巻き込まれ」災害が発生したときに、当該作業前に
　　どのような対策をとっていたかを、選択肢番号で回答してください。
　　その他の場合は、具体的な安全対策を記入してください。

・再発防止対策　（設備的対策）

・再発防止対策　（人的対策、管理的対策、作業環境対策）

・労働災害の状況(概要)

・労働災害事故の原因　（設備要因）

・労働災害発生時の作業内容

・調査対象設備の運転状況

・上の欄で停止中の場合、設備停止の原因

・作業の区分

・作業の方法

・上の欄で設備故障の場合の原因

・労働災害から得た教訓

・その他特記事項

全ての災害件数(不休を含む)[人]

うち休業４日以上の労働災害[人]

うち休業１日以上４日未満の労働災害[人]

西  暦　　

平　成　　

「はさまれ、巻き込まれ」災害全ての災害件数(不休を含む)[人]

うち死亡災害[人]

平　成　　

「はさまれ、巻き込まれ」災害全ての災害件数(不休を含む)[人]

うち死亡災害[人]

うち休業４日以上の労働災害[人]

うち休業１日以上４日未満の労働災害[人]

うち死亡災害[人]

うち休業４日以上の労働災害[人]

うち休業１日以上４日未満の労働災害[人]

事業場の労働者数[人]

西  暦　　

10年計

うち休業１日以上４日未満の労働災害[人]

事業場の労働者数[人]

西  暦　　

平　成　　

平　成　　

西  暦　　

全ての災害件数(不休を含む)[人]

うち死亡災害[人]

うち休業４日以上の労働災害[人]

　

　

その他の内容：

その他の内容：

その他の内容：

その他の内容：

　　　

・労働災害事故の原因　（人的要因、管理要因、作業環境要因）

　

調査対象設備の種類
事業場内
設備数

設置後３０年
以上経過した

設備数

休業の場合：

　　　

　　　

その他の内容：

　

・傷　病　部　位　 （複数選択可）

　

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。 背景が白色のところは、自動計算されますので、入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。
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３．　調査対象設備に関する設問

Ｑ８．　「はさまれ、巻き込まれ」災害（死亡及び休業４日以上）が発生した調査対象設備について、設備の種類、設備名、工程名、災害発生時までの設備の経年数、設備稼働時間、

点検頻度、年間停止回数、年間修理回数などを表７に１件１行で記入してください。

点検頻度、年間停止回数、計画外停止回数、年間修理回数は、直近1年間の実績で回答してください。

点検箇所、点検項目は複数回答可です。

「はさまれ、巻き込まれ」災害を発生していない調査対象設備については、Ｑ１０（表９）に記入してください。

（表７）

その他

回数
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦  その他回数  その他回数 回数  その他回数

A 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

①駆動部、回転部 ①音

②動力機構 ②振動

③安全設備 ③変形・キズ

④その他 ④腐食、割れ

⑤安全設備の機能

⑥汚れ

⑦その他

Ｑ９．　Ｑ８の表７に記入した「はさまれ、巻き込まれ」災害が発生した調査対象設備について、その設備の設置環境などを、また設備の計画外停止がある場合は、

停止回数の内訳を表８に１件１行で記入してください。

（取扱物資の状態については、可能ならば、災害発生当時の状況を記入してください。）

（表８）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ℃ ％  設備故障  品質異常  異物除去  運転異常  計器故障 誤操作 その他

A 　 　 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　 　

①水分

②塩分

③酸・アルカリ

④その他腐食性物質

⑤高温

⑥その他

Ｑ１０．　過去１０年間に労働災害が発生していない調査対象設備の状況について

調査対象設備の種類（コンベア、ロール機、成形機、サッシ加工）ごとに、設備名、工程名、設備の経年数、設備稼働時間、点検頻度、年間停止回数、

年間修理回数などを、１件１行で表９に記入してください。　点検箇所、点検項目は複数回答可です。

点検頻度、年間停止回数、計画外停止回数、年間修理回数は、直近1年間の実績で回答してください。

同じ工程（業種別分類）に同種の設備が複数ある場合は、設置年の古い設備を優先して２つの設備について記入してください。

該当する設備の種類がない場合、あるいは該当設備において「はさまれ、巻き込まれ」災害が発生して、Ｑ８に記入した場合は、ここには記入不要です。

（表９）

その他

回数
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦  その他回数  その他回数 回数  その他回数

A 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

①駆動部、回転部 ①音

②動力機構 ②振動

③安全設備 ③変形・キズ

④その他 ④腐食、割れ

⑤安全設備の機能

⑥汚れ

⑦その他

Ｑ１１．　表９に記入した「はさまれ、巻き込まれ」災害が発生していない調査対象設備について、その設備の設置環境などを表１０に記入してください。

（表１０）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ℃ ％  設備故障  品質異常  異物除去  運転異常  計器故障 誤操作 その他

A 　 　 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　 　 　

①水分

②塩分

③酸・アルカリ

④その他腐食性物質

⑤高温

⑥その他

う
ち
計
画
外

停
止
回
数

（
ト
ラ
ブ

ル
停
止

、

チ

ョ
コ
停

に
よ
る
停

止
回

数

）

点　検　箇　所

（複数回答可）

　（各番号の内容は下表を参照）

点　　検　　項　　目

（複数回答可）

　（各番号の内容は下表を参照）

年
間
停
止
回
数

（
定
期

修
理
等

計

画
停
止

を
含
む
す

べ
て

の
停
止

回

数

）

年
間
停
止
回
数

（
定
期

修
理
等

計

画
停
止

を
含
む
す

べ
て

の
停
止

回

数

）

う
ち
計
画
外

停
止
回
数

（
ト

ラ
ブ

ル
停

止

（
品

質

、
前
後

工
程

の

ト
ラ

ブ

ル

に
よ

る
も

の

を
含

む

）
、
チ

ョ
コ

停

等
に

よ

る
停

止
回

数

）

腐
食
性
の
有
無

取
扱
温
度

含
水
率

計画外停止の原因ごとの設備停止回数　（直近1年間の実績）

（回/年）

点　検　箇　所

（複数回答可）

　（各番号の内容は下表を参照）

点　　検　　項　　目

（複数回答可）

　（各番号の内容は下表を参照）

その他の内容

　

　

　

　

定
期
保
全
に
よ
る
部

品
交
換
回
数

その他の内容

　 　

　　

　

　

劣
化
加
速
要
因

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　 　 　

　

　

　 　

　

　

　 　

　

　 　 　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　

設備の設置環境

　 　 　

　

　

　

　

　

設備の種類 設備名
設
置
場
所

海岸からの
距離

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

設備名

（例：○○1号機、△△2号機など）

業界共通分類 業種別分類

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

労
働
災
害
発
生
前
の

点
検
頻
度
の
増
減

設備名

（例：○○1号機、△△2号機など）

業界共通分類 業種別分類

設
備
稼
働
方
法

設
備
稼
働
時
間

　

設
備
の
経
年
数

（
更
新
し

た
場
合
は

更

新
後
の

経
年
数

）

設備の種類

年
間
点
検
頻
度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

設
置
場
所

海岸からの
距離

設備名

　

　 　

　

　

　

　

　

　 　

点
検
箇
所

　

　

　

　

設備の種類

設備の種類

労
働
災
害
発
生
前
の

修
理
頻
度
の
増
減

年
間
修
理
回
数

労
働
災
害
発
生
件
数

設備の設置環境

劣　化　加　速　要　因

（複数選択可）

取扱い物質の状態

取扱い物質

粉体固体液体

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

点
検
項
目

　

備考

定
期
保
全
に
よ
る
部

品
交
換
回
数

年
間
修
理
回
数

最
近
5
年
間
の

修
理
頻
度
の
増
減

計画外停止の原因ごとの設備停止回数　（直近1年間の実績）

（回/年）

備考
劣　化　加　速　要　因

（複数選択可）

取扱い物質

腐
食
性
の
有
無

取
扱
温
度

含
水
率

液体 固体 粉体

点
検
項
目

　

設
備
の
経
年
数

（
更
新
し

た
場
合
は

更

新
後
の

経
年
数

）

設
備
稼
働
方
法

設
備
稼
働
時
間

最
近
5
年
間
の

点
検
頻
度
の
増
減

年
間
点
検
頻
度

点
検
箇
所

　 　 　

取扱い物質の状態

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

劣
化
加
速
要
因

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。
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Ｑ１２．　過去１０年間に「はさまれ、巻き込まれ」災害が発生していない調査対象設備について

調査対象設備の種類ごとに実施している安全対策を選択肢から選んで表１１に記入してください。　（複数回答可）

点検頻度、年間停止回数、計画外停止回数、年間修理回数は、直近1年間の実績で回答してください。

各番号の内容は、表の下に記載してあります。　＜運転中＞＜機械停止作業及び機械停止中＞＜再起動、試運転作業＞を確認のうえ、それぞれ選択してください。

（表１１）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ その他の内容（具体的に） ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ その他の内容（具体的に） ⑫ ⑬ ⑭ その他の内容（具体的に）

A 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

＜運転中＞ ＜機械停止作業及び機械停止中＞ ＜再起動、試運転作業＞

①カバーの設置、隙間の縮小 ⑧作業開始前に作業内容と注意事項を作業者全員に周知 ⑫すべての作業完了を確認し、作業者が退避している

②安全柵の設置 ⑨作業開始前に隣接区域で実施される作業内容と注意事項を 　　ことを確認後に電源投入

③非常停止装置の設置 　　作業者全員に周知 ⑬保護カバー、安全柵等の安全対策の復旧確認

④安全柵内に人が立ち入った場合、センサー等により機械を停止 ⑩機械の電源をオフにして、施錠、操作禁止札掛 ⑭再起動後に不具合が発見された場合は、機械を

⑤安全柵を開けた場合、機械を自動停止 ⑪機械の元電源をオフ 　　停止してから不具合修正

⑥可動部分の近くに、「はさまれ、巻き込まれ」注意の標示

⑦機械を停めずに給油・点検などができる対策を工夫し、実施

４．　管理体制に関する設問

■　労働安全衛生基本方針・重点計画

Ｑ１３．　貴事業場の労働安全衛生の基本方針を記載してください。

Ｑ１４．　貴事業場の今年度の労働安全衛生活動重点計画のうち「はさまれ、巻き込まれ」対策及び動力機械の保全に関連する部分を記載してください。

■  労働安全衛生マネジメントシステムについて

Ｑ１５．　労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）を導入していますか。

①OSHMSを導入し、認証を受けている 　

 ②OSHMSの認証は受けていないが、OHSAS18001、ISO45001、JISQ45001等の規程に準じたマネジメントシステムを運用している 　

③労働安全衛生マネジメントシステムの導入を計画中である 　

④労働安全衛生マネジメントシステムの導入をしていない 　

■　労働災害防止の社内基準、マニュアル、ガイドライン等について

 Ｑ１６．　労働災害を防止するための社内基準、マニュアル、ガイドライン等がありますか。

①定常運転時の日常点検マニュアル等 　

②非定常作業時の作業マニュアル等 　

　

　

その他の内容

Ｑ１７．　Ｑ１６で「ある」と回答した場合はその名称と作成年を表１２に記載してください。

上記①、②、③に関する社内基準、マニュアル、ガイドライン等が複数ある場合は、

代表例を記入してください。

（表１２） 　作成年は、西暦（例：1985）と記入ください。

作成年

③修理作業時の作業マニュアル等

④その他

名　　称 最新改訂年

設備名

「はさまれ、巻き込まれ」災害防止のための対策　（各番号の内容は下表を参照）

＜運転中＞ ＜機械停止作業及び機械停止中＞ ＜再起動、試運転作業＞設備の種類

背景がピンク色のところは、内容を記入してください。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。
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Ｑ１８．　社内基準、マニュアル、ガイドライン等を定期的に見直していますか。　（複数回答可）

①年１回見直している 　

②２～３年に１回くらいの間隔で見直している 　

③法規制や安全指針などの変更時に見直している 　

④自社及び他社での労働災害情報を基に都度見直している 　

⑤最近数年間、見直しをしていない 　

■　公表されている労働災害防止指針の活用状況

Ｑ１９．　調査対象設備について、貴事業場で実施している動力機械での、「はさまれ、巻き込まれ」災害防止の具体的対策について、

調査対象設備の種類ごとに下記の選択肢から該当する項目を表１３に記入してください。　（複数回答可）

「はさまれ、巻き込まれ」防止対策とは、「コンベアの安全基準に関する技術上の指針」（昭和50.10.18　技術上の指針公示第5号や （添付資料１）

「機械安全規格を活用して労働災害を防ぎましょう」（平成27年2月　リーフレット）に従った防止対策をいいます。 （添付資料２）

（表１３）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

A 　 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　 　 　

①カバー設置、隙間の縮小などで可動部分への手指などの接触を防止している

②可動部分に人が立ち入らないように安全柵を設置している

③非常停止装置を設置している

④安全柵内に人が立ち入った場合、センサー等により機械を停止する

⑤安全柵を開けた場合（撤去した場合）、機械を自動停止する

⑥可動部分の近くに注意喚起の標示をしている

⑦その他

■　調査対象設備に対するリスクアセスメントの実施状況について

Ｑ２０．　貴事業場では「機械の包括的な安全基準に関する指針」（平成19年7月31日付基発0731001号）に基づいて、 （添付資料３）

調査対象設備とした動力機械のリスクアセスメントを行っていますか。

上記指針は、第１：趣旨等、第２：機械の製造等を行う者の実施事項、第３：機械を労働者に使用させる事業者の実施事項が記載されています。

以下の質問は第３：機械を労働者に使用させる事業者の実施事項についての質問です。

実施状況

 「機械の包括的な安全基準に関する指針」（平成19年7月31日付基発0731001号）及びリスクアセスメントの方法を示した、 （添付資料３）

「危険性又は有害性の調査等に関する指針」を添付しますので、参照してください。 （添付資料４）

Ｑ２１．　リスクアセスメントは最初に１回行えばよいのではなく、設備の変更、材料の変更、作業方法の変更等、都度行う必要がありますが、

次のどのようなときに調査対象とした動力機械のリスクアセスメントを実施していますか。

実施したケースの項目を選択してください。　（複数回答可）

①設備の新設、又は変更 　

②材料の変更 　

③作業方法、又は作業手順の変更 　

④労働災害の発生 　

⑤前回の調査等から一定の期間が経過 　

⑥機械設備等の経年劣化 　

⑦労働者の入れ替わり等に伴う労働者の安全衛生に係る知識経験の変化 　

⑧新たな安全衛生に係る知見の集積等 　

⑨その他 　

その他の内容

Ｑ２２．　貴事業場では、調査対象設備のリスクアセスメントの結果、確認されたリスクに対して、例えば「機械の包括的な安全基準に関する指針」 （添付資料３）

（平成19年7月31日付基発第0731001号）などを活用して、別表第２（本質安全設計方策）、別表第３（安全防護の方法）、

別表第４（付加保護方策の方法）に定める安全対策を講じていますか。

動力機械の種類別に対策状況を選択してください。また、補足事項があれば自由に記述してください。

別表２、別表３、別表４は添付資料を参照してください。

（表１４）

① ② ③ ④ ⑤

A 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　

①指針に基づいた安全対策を講じた

②指針に基づいた安全対策が未実施の設備がある

③指針の別表第２、別表第３、別表第４については知らなかった

④アセスメントの結果、安全対策は指針に適合している

⑤その他

対
策
状
況

平常運転中の対策　（各番号の内容は下表を参照）
「⑦その他」の場合の詳細を記入してください。

平
常
運
転
中
の
対
策

設備名

設備名
対策状況　（各番号の内容は下表を参照）

補足事項
その他の内容

　

設備の種類

設備の種類

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。
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■　ヒヤリハット活動の活用について

Ｑ２３．　ヒヤリハット活動をしていますか。

ヒヤリハット

Ｑ２４．　前問で活動していると回答した方にお尋ねします。

「ヒヤリハット」の背景要因を分析して、労働災害防止に役立てていますか。　（複数回答可）

　

⑤その他

その他の内容

Ｑ２５．　各個人が体験したヒヤリハット情報を収集、蓄積、共有していますか。　（複数回答可）

①本社で各事業場のヒヤリハット情報を蓄積し、社内イントラネットで共有している 　

②事業場でヒヤリハット情報を蓄積し、事業場イントラネットで共有している 　

③部単位でヒヤリハット情報を収集し、部内安全衛生会議等で共有している 　

④課単位でヒヤリハット情報を収集し、課内安全衛生会議等で共有している 　

⑤ヒヤリハット情報を収集、蓄積、共有が十分ではない 　

Ｑ２６．　ヒヤリハット情報に占める「はさまれ、巻き込まれ」の割合はどの程度ですか。

「はさまれ、巻き込まれ」の割合

■　非定常作業の安全管理

Ｑ２７．　非定常作業の安全対策を検討する際のリスクアセスメントはどのように行っていますか。　（複数回答可）

①現地の状況を調査・把握してリスクアセスメントを必ず実施している 　

②現地確認は省略するが、現場を熟知をした作業者がリスクアセスメントを行っている 　

③最新の工程図、設備図面、配線図などを用いてリスクアセスメントを行っている 　

④同じパターンの非定常作業の場合は、現地確認を省略し、前回使用したリスクアセスメントの結果を使用している 　

⑤トラブル対処時には急を要するのでリスクアセスメントを行っていない 　

⑥その他 　

その他の内容

Ｑ２８．　貴事業場で実施している調査対象設備における非定常作業での、「はさまれ、巻き込まれ」災害防止対策について、

調査対象設備の種類毎に貴工場の代表例を　表１５に記入してください。　（複数回答可）

（表１５）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

A 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　 　

① 調査対象設備の電源をオフとし、調査対象設備が動かないように機械的なストッパーを設置する

② 調査対象設備の電源をオフにして、施錠及び／又は操作禁止札を付ける

③ 防護用の扉（安全柵）に設置された自動停止システムなどを利用した停止をする

④ 非定常作業前の会合で作業指示書に基づき当該作業の注意事項を周知する

⑤ 非定常作業前の会合で当該作業に隣接する区域での別の作業の内容と注意事項を周知する

⑥その他

■　「はさまれ、巻き込まれ」災害の防止対策

「はさまれ、巻き込まれ」防止対策について、貴事業場の取組み状況についてご回答ください。

Ｑ２９．　機械のリスクアセスメントのために調査対象設備のリストを作成し、「はさまれ、巻き込まれ」災害防止対策（設備面及び管理面）の検討に漏れがないことを確認していますか。

調査対象設備の種類別に対策状況を選択して表１６に記入してください。（複数回答可）　　補足事項があれば自由に記述してください。

（表１６）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

A 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　 　

①リスクアセスメントを目的としてすべての調査対象設備のリストを作成している

 ②リスクアセスメントを目的として、調査対象設備の中で、重要な設備のみリストを作成している

③リスクアセスメントを目的として調査対象設備のリストは作成していない

④作成したリストに基づいてすべての設備のリスクアセスメントを実施している

⑤リストは作成したが、リスクアセスメントは実施していない

⑥その他

非
定
常
作
業
時
の

対
策

①ヒヤリハットの提出と周知を制度化し、ヒヤリハット報告から個人行動を把握することによる教育・指導を
　　実施している

②提出されたヒヤリハットは職場安全会議などで周知し、「黙認しない、妥協しない、放置しない」活動を
　 実践している

③ヒヤリハットに基づきリスクアセスメントを行い、リスクの程度に応じた安全対策を検討、実施するとともに、
　　パトロール強化と問いかけによる指導を実施している

　

　

　

設備名 「⑥その他」の場合の詳細を記入してください。
非定常作業時の対策（各番号の内容は下表を参照）

④ヒヤリハット情報は事業場内で共有し、リスクアセスメントを横展開している

　

　

設備名
把握状況　（各番号の内容は下表を参照）

その他の内容
補足事項

把
握
状
況

設備の種類

設備の種類

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。
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Ｑ３０．　調査対象設備について、設備所管部署では、掃除、給油、検査、修理、調整などの人手を介する作業を把握していますか。

調査対象設備の種類別に把握状況を選択してください。補足事項があれば自由に記述してください。

（表１７）

① ② ③ ④

A 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　

①人手を介する作業は、作業者から作業方法の聴取などをして、すべて把握している

②人手を介する作業を把握、認識していない調査対象設備がある

③人手を介する作業の把握は行っていない

④その他

Ｑ３１．　調査対象設備の掃除、給油、検査、修理、調整などの作業に関して、停止して行う作業と停止しないで行う作業を明確に区分していますか。

調査対象設備の種類別に作業区分状況を選択してください。補足事項があれば自由に記述してください。

（表１８）

① ② ③ ④ その他の内容

A 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　

①停止して行う作業を明確にし、必ず停止してから作業を行っている

②停止して行う作業と停止しないで行う作業の区分を明確にしていない

③停止して行う作業と、停止しないで行う作業を区分したが、停止して行う作業でも動力機械を

停止しないで作業を行うことがある

④その他

Ｑ３２．　Ｑ３１の作業において、停止して行う作業であるにもかかわらず、機械を停止しないで作業を行って労働災害が発生したことがある場合、その理由は何ですか。　（複数回答可）

①機械を止めると生産に影響すると考えた 　

②異物除去や汚れの清掃なので機械を止めないでも作業できると判断した 　

③機械を止めないで作業ができた経験があり、機械の停止は必要ないと判断した 　

④機械を停止すると再起動が面倒と考えた 　

⑤近くに停止スイッチがなかった 　

⑥その他 　

その他の内容

Ｑ３３．　Ｑ３１の作業において、停止しないで行う作業の安全対策をどのようにしていますか。　（複数回答可）

①安全柵の外から作業ができるように工夫している（例えば安全柵の外から調査対象設備に給油する治具の製作など） 　

②特別な技能を有する資格者だけが作業する 　

③危険性を示した標示で注意喚起し、作業の都度、作業直前ミーティングを実施し、安全確保に特別の配慮をする 　

④その他 　

その他の内容

Ｑ３４．　調査対象設備に対して、日常点検以外の点検（突発故障の原因究明や異常個所の詳細点検）や修理作業をする場合に、

作業前に、手順や安全対策を盛り込んだ非定常作業安全指示書等を作成し、関係者に周知していますか。

①非定常作業安全指示書を必ず作成し、周知している 　

②非定常作業安全指示書を原則として作成することにしているが、急を要する場合は作成せず口頭で指示することがある 　

③非定常作業安全指示書を作成していない 　

④その他 　

その他の内容

Ｑ３５．　貴事業場で、「はさまれ、巻き込まれ」災害防止対策として効果があった対策を３つあげてください。

（例えば、「作業中に落とした道具を拾おうとして、とっさに運転中の設備に手を出し、「はさまれ、巻き込まれ」災害になった」事例が

ありますが、このような場合の災害を防止する対策事例）

１）

２）

３）

設備名
区分状況　（各番号の内容は下表を参照）

補足事項

設備名
把握状況　（各番号の内容は下表を参照）

補足事項
その他の内容

把
握
状
況

区
分
状
況

設備の種類

設備の種類

背景がピンク色のところは、内容を記入してください。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。
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Ｑ３６．　貴事業場の「はさまれ、巻き込まれ」災害防止の管理面の取組方針を記入してください。　（自由記述）

Ｑ３７．　貴事業場の「はさまれ、巻き込まれ」災害防止の設備面の対策方針を記入してください。　（自由記述）

Ｑ３８．　「はさまれ、巻き込まれ」対策で苦労していることがあれば記入してください。　（自由記述）

５．　設備保全及び設備面の対策に関する設問

Ｑ３９．　調査対象設備の種類ごとにどのような保全方式を適用しているかを表１９に記入してください。　（複数回答可）

また、設備保全に関して補足事項があれば、自由に記述してください。

（表１９）

① ② ③ ④ ⑤

A 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　

① 予知保全 設備の運転情報を集積し、ビッグデータを傾向分析する等によって予測された設備の

保全時期を基に保全計画を立てて検査、修理する

② 寿命予測 肉厚検査の結果等から設備寿命を予測し、必要なタイミングで検査、修理する

③ 定期保全  一定期間ごとに検査、修理する。１年毎（２年毎）の定期修理や法定期間での

貯蔵タンクの開放検査、５年毎の再塗装等

④ 定期的交換 摩耗、劣化しやすい部品を一定時間ごとに交換する　（予備品を保有）

⑤ 事後保全 設備が故障したら修理する。（予備機や予備品を保有）

Ｑ４０．　設備の経年化が進むにしたがって、監視、点検などを強化していますか。

調査対象の動力機械全般について該当する項目を選択してください。

①高経年設備は点検頻度を増加させている 　

②定期修理で点検修理しているので、特に点検頻度を増加させていない 　

③日常保全で、点検、部品交換、修理をしているので、特に点検頻度を増加させていない 　

④その他 　

その他の内容

■　最新の安全対策について

Ｑ４１．　調査対象の動力機械の安全対策は最新レベルの内容になっていますか。

 調査対象設備の種類毎に下記の選択肢から該当する項目を選んで表２０に記入してください。　（複数回答可）

※最新レベルとは、安全防護（固定式ガード、インターロック付き可動式ガード、保護装置）、付加保護方策（非常停止機能）、

安全距離・最少隙間、使用上の情報提供（信号・警報装置、表示・標識、作業手順書、個人用保護具）が完備しているレベルを言います。

（表２０）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

A 　 　 　 　 　 　 　

B 　 　 　 　 　 　 　

C 　 　 　 　 　 　 　

D 　 　 　 　 　 　 　

E 　 　 　 　 　 　 　

F 　 　 　 　 　 　 　

G 　 　 　 　 　 　 　

H 　 　 　 　 　 　 　

I 　 　 　 　 　 　 　

J 　 　 　 　 　 　 　

K 　 　 　 　 　 　 　

L 　 　 　 　 　 　 　

M 　 　 　 　 　 　 　

N 　 　 　 　 　 　 　

O 　 　 　 　 　 　 　

P 　 　 　 　 　 　 　

Q 　 　 　 　 　 　 　

R 　 　 　 　 　 　 　

S 　 　 　 　 　 　 　

T 　 　 　 　 　 　 　

①安全対策を最新の安全のレベルに適合させた

②現在の安全対策は最新の安全のレベルに対して不十分であるが、最新の安全レベルに適合させるのが困難である

③現在の安全対策は最新の安全のレベに対して不十分であるが、現状で問題ないと考えている

④安全対策を順次最新の安全のレベルに適合するよう改良を進めている

⑤現在の安全対策は設置当初から最新の安全レベルである

⑥その他

選
択
肢

設
備
保
全
方
式

設備名
設備保全方式（各番号の内容は下表を参照）

補足事項

設備名
選択肢　（各番号の内容は下表を参照）

②の場合、不十分な点を記入してください。
その他の内容

設備の種類

設備の種類

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。

背景が白色のところは、自動挿入されますので、入力不要です。
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Ｑ４２．　調査対象設備の設置年が古い場合、安全対策を最新の安全指針のレベルに合わせるのが困難な理由は何ですか。

調査対象設備全般への質問として、該当する項目を選択してください。

①具体的な安全対策を検討する人材がいない 　

②安全対策設備を追加設置するスペースがない 　

③安全対策設備を追加設置する予算がない 　

④安全対策設備投資の優先順位が低い 　

⑤その他 　

その他の内容

Ｑ４３．調査対象設備の安全対策が不十分な場合、安全設備が整うまで、どのようなことを行っていますか。　(複数回答可)　

調査対象設備全般への質問として、該当する項目を選択してください。

①危険性を示した標示で注意喚起している 　

②マニュアルを作成し、社員及び協力会社員に安全教育を実施している 　

③該当設備の操作を特定の社員に限定し、特別の安全教育を実施している 　

④複数人で行う作業では、作業が複数の部門に渡ることを伝達し、装置側スイッチ起動時の安全対策を実施している 　

⑤何も行っていない

⑥その他 　

その他の内容

Ｑ４４．　計画外停止を防止するために実施していることは何ですか。　（複数回答可）

調査対象設備全般への質問として、該当する項目を選択してください。

①日常監視用機器（温度計、振動計、など）の増強 　

②日常点検（音、温度、振動、など）の強化 　

③定期点検の項目追加、頻度増加 　

④運転条件の変更又は修理時に設備の改善（低速化、長寿命材料への変更、など） 　

⑤何も行っていない

⑥その他 　

その他の内容

６．　その他労働災害防止施策全般に関する設問

Ｑ４５．　高経年化した調査対象設備に対する安全対策として、実施していることがあれば、具体的に記入してください。　（自由記述）

Ｑ４６．　調査対象設備の管理面での懸念点があれば自由に記入してください。　（自由記述）

Ｑ４７．　調査対象設備の設備保全面での懸念点があれば自由に記入してください。　（自由記述）

Ｑ４８．　貴事業場の労働災害防止施策について、自由にご記入ください。　（自由記述）

・アンケートにご協力いただきありがとうございました。

・アンケート結果は各事業場のご回答を集計し処理いたします。企業名、事業場名、装置名や個々の回答内容を公表することはありません。

　アンケート結果を本調査目的以外で使用することはいたしません。

・アンケート調査を請負う株式会社三菱ケミカルリサーチは「個人情報保護方針」を定め、個人情報を適正に管理いたします。

背景がピンク色のところは、項目内容を記入してください。

背景が水色の問は、直接入力ではなく、クリックすると

が表示されるので、項目を選択してください。
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原動機 1 1 5 1 

動力伝導機構 1 1 1 3 160 5

木材加工用機械 1 4 1 13 107 1

建設機械等 23 7 3 6 3 23 23 1 4 1 4

一般動力機械 68 26 56 71 7
72

2,361 358 1 48 2 3 2 1 19 2

金属加工用機械 6 2 9 64 1
21

404 163 7 2 8 1

動力クレーン等 27 8 12 100 11
67

214 2 1 2 3

動力運搬機 432 87 106 54 14 177 815 11 2 4 1 1 1 43 1 44 2 1

乗物 5 10 10 1 8 8 1 84 7 4

圧力容器 3 1 5 2 1 1 12 6 1

化学設備 6 1 1 3 7 7 5 1 1 1

溶接装置 1 4 1 3 1 26 1 1

炉、釜等 9 2 6 1 20 1 86 10 2 2

電気設備 6 2 1 3 1 1 8 5 2 2

人力機械工具等 9 75 51 60 20 62114 163 3 50 1

用具 395 146 73183 50 41 106 26 2 11 1 54 1

その他の装置、設備 60 56 25 49 24 16 121 9 1 47 3 2 1 1 1 17

仮設物、建築物等 628 930 176 20 16 11 47 8 10 7 1 126 3 1

危険物、有害物等 2 8 1 65149 17 5 20 2 1

材料 45 98
53

424 148 78240 87 10 115 5 9 1 176 4 1

荷 71 58 26 111 63 29 95 5 3 1 274

環境等 12 75 8 6 2 5 2 82 4 1 5 10

その他の起因物 4 12 2 2 4 4 6 1 26 17

起因物なし 2 34 8 1 1 1 365 12

分類不能 7 1 2 1 4 2 12
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事故の型

補足資料（２）調査対象業種の死傷災害、死亡災害（職場のあんぜんサイトより） 

「職場のあんぜんサイト」にある「労働災害（死傷）データベース（平成 18 年～平成 27年）」及び

「死亡災害データベース（平成 17年～平成 26 年）」から、業種（大分類）の「製造業」のうち、業種

（中分類）の「パルプ・紙・紙加工品製造業」「化学工業」「土石製品製造業」「鉄鋼業」「非鉄金属

製造業」の過去 10年間のデータを集計してグラフ化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 210 5 業種の労働災害（死傷）の全件数の内訳（中分類）（14200 件） 

  



 

 

179 

 

動力伝導機構 7 

木材加工用機械 1

建設機械等 6 2 2 4 13 1 2

一般動力機械 3 1 3 2
6

128 1 1 1

金属加工用機械 3 2 18 1

動力クレーン等 5 1 7 5 4 15 2

動力運搬機 11 13 2 4 3 20 81 16 1

乗物 2 1 12 1

圧力容器 2 1 1

化学設備 2 5 1

溶接装置 1

炉、釜等 4 1 3 2 1 1 3

電気設備 1 9

人力機械工具等 1 2

用具 11 3 2

その他の装置、設備 9 8 2 8 1 1

仮設物、建築物等 55 5 5 1 2

危険物、有害物等 21 14 4

材料 3 1 9 9 2 3 1 2 1

荷 1 1 6 11 4 3

環境等 3 5 8 8

起因物なし 1 3

分類不能 1 3
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図 211 5 業種の死亡災害の全件数の内訳（中分類）（696 件） 
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補足資料（３）労働災害死傷者の経験年数と原因等の関係 

（３）－１－１ 作業内容（全設備分類） 

全分類合計                                    ①点検、監視 
 
 
 
 
 
 
 
 
②付着、異物                                  ③交換、準備 
 
 
 
 
 
 
 
 
④調整、起動                                    ⑤補修、メンテ 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥その他 
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（３）－１－２ 作業内容（コンベア） 

全分類合計                                   ①点検監視             
 
 
 
 
 
 
 
 
②付着、異物                                  ③交換、準備   
 
 
 
 
 
 
 
 
④調整、起動                                  ⑤補修、メンテ   
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥その他 
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（３）－１－３ 作業内容（ロール機） 

全分類合計                                      ①点検監視 
 
 
 
 
 
 
 
 
②付着、異物                                  ③交換、準備 
 
 
 
 
 
 
 
 
④調整、起動                                   ⑤補修、メンテ 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥その他 
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（３）－２－１ 労働災害の原因（設備要因）（全設備分類） 

 

全分類合計                                     ①隔離の原則 
 
 
 
 
 
 
 
 
②停止の原則                                  ③その他 
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（３）－２－２ 労働災害の原因（設備要因）（コンベア） 

全分類合計                                     ①隔離の原則 
 
 
 
 
 
 
 
 
②停止の原則                                  ③その他 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）－２－３ 労働災害の原因（設備要因）（ロール機） 

全分類合計                                     ①隔離の原則   
 
 
 
 
 
 
 
 
②停止の原則                                   ③その他 
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（３）－３－１ 労働災害の原因（人的要因、管理要員、作業環境要因）（全設備分類） 

全分類合計                                     ①省略行為 
 
 
 
 
 
 
 
 
②確認不足                                     ③業務の遅れ回避 
 
 
 
 
 
 
 
 
④指導不足                                     ⑤手順書不備 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥応急対応                                     ⑦その他 
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（３）－３－２ 労働災害の原因（人的要因、管理要員、作業環境要因）（コンベア） 

全分類合計                                     ①省略行為 
 
 
 
 
 
 
 
 
②確認不足                                     ③業務の遅れ回避 
 
 
 
 
 
 
 
 
④指導不足                                     ⑤手順書不備 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥応急対応                                     ⑦その他 
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（３）－３－３ 労働災害の原因（人的要因、管理要員、作業環境要因）（ロール機） 

全分類合計                                     ①省略行為 
 
 
 
 
 
 
 
 
②確認不足                                     ③業務の遅れ回避 
 
 
 
 
 
 
 
 
④指導不足                                     ⑤手順書不備 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥応急対応                                     ⑦その他 
  該当なし 
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補足資料（４）災害を起こした設備と起こしていない設備の 2 分割区分化による比較 

 

災害を起こした設備の設備別経年数と年間点検回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 5 回以上 

①20 年未満 41 35  ①20 年未満 17 59 

②30 年未満 40 18  ②30 年未満 19 39 

③40 年未満 20 17  ③40 年未満 4 33 

④50 年未満 13 21  ④50 年未満 4 30 

⑤50 年以上 7 14  ⑤50 年以上 3 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害を起こしていない設備の設備別経年数と年間点検回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 5 回以上 

①20 年未満 709 300  ①20 年未満 476 533 

②30 年未満 422 194  ②30 年未満 272 344 

③40 年未満 407 184  ③40 年未満 228 363 

④50 年未満 293 274  ④50 年未満 139 428 

⑤50 年以上 113 160  ⑤50 年以上 50 223 
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災害を起こした設備の設備別経年数と年間停止回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 5 回以上 

①20 年未満 30 44  ①20 年未満 20 57 

②30 年未満 31 23  ②30 年未満 12 44 

③40 年未満 18 15  ③40 年未満 5 28 

④50 年未満 9 21  ④50 年未満 4 29 

⑤50 年以上 8 12  ⑤50 年以上 1 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害を起こしていない設備の設備別経年数と年間停止回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 5 回以上 

①20 年未満 554 432  ①20 年未満 373 619 

②30 年未満 339 254  ②30 年未満 191 406 

③40 年未満 320 211  ③40 年未満 185 349 

④50 年未満 276 278  ④50 年未満 165 394 

⑤50 年以上 99 194  ⑤50 年以上 42 256 
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災害を起こした設備の設備別経年数と計画外停止回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 5 回以上 

①20 年未満 47 23  ①20 年未満 37 33 

②30 年未満 42 10  ②30 年未満 27 25 

③40 年未満 23 2  ③40 年未満 15 10 

④50 年未満 19 9  ④50 年未満 7 21 

⑤50 年以上 14 6  ⑤50 年以上 10 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害を起こしていない設備の設備別経年数と計画外停止回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 5 回以上 

①20 年未満 681 91  ①20 年未満 567 205 

②30 年未満 394 58  ②30 年未満 329 123 

③40 年未満 379 44  ③40 年未満 304 119 

④50 年未満 364 51  ④50 年未満 271 144 

⑤50 年以上 184 48  ⑤50 年以上 103 129 
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災害を起こした設備の設備別経年数と年間修理回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 ②5回以上 

①20 年未満 59 8  ①20 年未満 45 22 

②30 年未満 48 3  ②30 年未満 32 19 

③40 年未満 31 0  ③40 年未満 18 13 

④50 年未満 25 7  ④50 年未満 14 18 

⑤50 年以上 15 5  ⑤50 年以上 6 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害を起こしていない設備の設備別経年数と年間修理回数 

経年数 ①20 回以下 ②21 回以上  経年数 ①4回以下 ②5回以上 

①20 年未満 727 61  ①20 年未満 593 195 

②30 年未満 415 41  ②30 年未満 332 124 

③40 年未満 382 35  ③40 年未満 292 125 

④50 年未満 431 36  ④50 年未満 312 155 

⑤50 年以上 236 34  ⑤50 年以上 169 101 
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補足資料（５）実地調査で聴取した良好な取組事例の一覧表 

（空欄は聴取できなかったためで、実施していないことを意味しない） 

項目＼事業場 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

調査対象設備の

経年状況（全設備

に対する 30 年以

上の設備の割合） 

コンベア 48% 

ロール機 なし 

その他  50% 

コンベア 85% 

ロール機 77% 

その他  なし 

コンベア なし 

ロール機 52% 

その他  35% 

コンベア 78% 

ロール機 75% 

その他  33% 

コンベア 100% 

ロール機 なし 

その他  100% 

コンベア 57% 

ロール機  0％ 

その他  57% 

高経年設備の保

全方法 

・主要生産工場は 28

年経過。設備の種類に

応じた点検頻度、修理

を実施。2 年毎の定期

修理で安全を確保 

・種類ごとの点検頻度 

予防保全：コンベアの

ベルト 

事後保全；消耗品（キ

ャリアローラー等） 

計画保全：本体フレー

ム（腐食見合い） 

・設備の経年数に関係

なく、日常点検、故障

歴、故障発見の難易

度、故障した場合の復

旧時間、余備品の状況

を総合的に勘案して、

予防保全をしている。 

・保全カレンダーに沿

って計画的に設備保

全 

・長期保全計画を点検

結果に応じて点検頻

度を変更 

・設備ロードマップを

作成し、設備の部分更

新を計画的に実施（例

えば部品供給がなく

なる場合） 

・設備不調報告書によ

る情報の共有化と是

正対策実施で、設備劣

化、機械不調による災

害を防止。 

・保全カレンダー 

に沿って部品交換 

・主要ロールは１～２

年ごとに取替、整備 

・蒸解釜およびボイラ

ーは予防保全（停止す

ると工場全体の操業

停止） 

・製造中止の設備は更

新 

・機能劣化、減肉、腐

食により、部品、ケー

シングなどの部分更

新で機能維持 

・点検で発見された異

常状況、設備重要度か

らくる影響、過去の実

績等の総合リスクに

より重点点検周期を

決定（検査頻度の増加

例：月 1 回→毎日点

検） 

・動機器は、設備の種

類ごとに点検周期を

定めている。 

・重要な機器で予備機

なし：予防保全（2年

毎、4 年毎） 

・予備機あり：事後保

全 

・高経年設備は点検頻

度を増やして維持管

理 

・動機器は日常点検で

部品交換 

 

設備の重要度を

保全計画に反映 

  設備の重要度ランク

付け(設備の使用年数

を考慮) 

 設備の重要度評価 設備重要度格付けシ

ステム 

保全の機会 定期修理 2 年毎 毎月 1回 1～2 日停

止 

8 月、12 月に 

１週間工場停止 

毎月 1回 8時間停止 

5 月、8月、12 月に 

１週間工場停止 

主要製造設備は 2週

間ごとに停止して点

検・修理 

 

1 年に 2回工場停止し

て点検・修理 

ベルトコンベアは毎

月停止して点検 

定期修理 

2 年毎、4年毎 
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≪はさまれ、巻き込まれ対策≫ 

設備面の対策 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

安全設計基準 ・最新の安全基準を満

たすべく順次対策を

進めている。 

・設備安全規格管理基

準 

・安全設計基準 

 ・機械設定基準の中で

工場安全設計指針を

制定 

・安全設計基準制定

（2014 年） 

・ＪＩＳの基準より厳

しい上乗せ基準を採

用 

・機械類の安全設計指

針（ＪＩＳ）に上乗せ

した安全基準を規定 

本質安全化 ・リスクアセスメント

による設備・機械の改

善等を推進 

・稼働中の設備近くに

人が近づかないよう

に安全柵内への立入

を禁止 

 ・手作業を自動化に切

り替え 

・品質検定もオンライ

ン分析化 

 

 ・危険源の排除対策を

最優先とする。 

隔離対策 ・回転部への安全カバ

ー設置（点検口設置） 

・ベルトコンベアに安

全カバー（ネット） 

・操作パネルの下方の

空間部を塞ぐ 

・リスクの高い設備は

関連設備を含めて安

全柵で囲いエリアへ

の立入を禁止。運転停

止しないと安全柵の

カギが開かないシス

テムにより、人と設備

の隔離を徹底 

・安全柵設置スペース

がないので、機械の横

に安全バーを設置し、

さらに上方に手すり

を付けて身体が機械

側に入らないように

した。（自社考案） 

 

・一連の製造工程の装

置全体に安全柵を設

置し、運転中立入禁止 

・回転機器の食込み部

にカバー取り付け 

・ベルトコンベアのリ

ターンベルト下部に

もカバーを設置 

 

・回転部に安全カバー

取り付け 

・充填機周辺の安全柵

改良 

・接触防止対策をとる 

・既存安全柵、安全カ

バーの上、下、横の隙

間から腕、指、身体が

入らないように隙間

をなくす 

 

緊急停止対策 ベルトコンベアに沿

って 5ｍごとに引き綱

設置 

安全柵の扉を開けた

ら機械が停止するイ

ンターロックまたは

機械が完全に停止し

ないと安全柵の扉が

開かない電子錠を設

置 

 

・エリアセンサー、ラ

イトカーテン、マット

スイッチ、ロープスイ

ッチなどにより緊急

停止 

・ロール機は張力異常

検知で緊急停止 

・ライトカーテンで人

が立ち入ればインタ

ーロックで機械停止

（仕上加工設備） 

・安全柵の扉に電子錠

取り付け（機械が停止

しないと鍵が開かな

い） 

 

ベルトコンベアに引

き綱設置 

インターロック、セン

サーによる機械停止 

安全カバー、 ・回転機の安全カバー 安全柵の外から計器  ・調整弁を安全柵の外  ・運転状況が見える安
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設備面の対策 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

安全柵設置後

の作業性確保 

には点検窓を設置 

・安全カバーをネット

状にして内側が点検

できるようにしてい

る 

が見えるようにする、

又は計器を柵の外に

出す 

から操作可能に改造 

・異物除去はエアパー

ジ方式に変更 

・聴音棒の長尺化 

・振動測定に延長セン

サー設置 

・長尺マジックハンド

を使用 

 

全カバー設置 

・聴診棒用点検孔を設

置 

・安全柵の外まで給

脂、給油配管を延長 

 

管理面の対策 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

安全作業基準   安全衛生手帳（ポケッ

トサイズ）改訂中 

・工場安全基本守則

（停止マークによる

設備の完全停止確認、

指差呼称による確認

ほか） 

・安全作業標準書作成 

・安全衛生手帳（ポケ

ットサイズ）を入構者

全員が携行 

現場目線の「はさま

れ、巻き込まれ災害防

止ガイドライン」を作

成し、安全基準の明確

化と活用 

マネジメント

システム導入 

ＪＩＳＨＡ認証 

(2008 年) 

独自のマネジメント

システムを構築 

 

ＪＩＳＨＡ認証 

(2016 年) 

独自のマネジメント

システム構築 

（2002 年） 

独自のマネジメント

システム構築 

（2002 年） 

ＯＨＳＡＳ18001 認証 

取組方針 ・リスク低減策は、教

育や注意喚起等、一時

的な管理的対策に頼

らない永続的な仕組

みを構築する。 

・リスクレベルの高い

設備エリアは、エリア

毎に設備稼動中の立

入禁止の防護柵を設

置し、稼動設備と人と

の接触を防止してい

る 

災害・ヒヤリハット情

報の活用： 

①速報作成 

②24 時間以内に安全

衛生委員を現場に集

め状況説明 

③関係部門を交えた

問題解決ミーティン

グで原因分析 

④安全衛生委員会で

対策実施計画を承認 

・災害分析は、直接原

因（不安全状態、不安

全行動）に加えて間接

原因（背景要因）まで

分析し、根本原因に対

する対策を検討。                     

（「ヒューマンエラー

が原因」で終わらせな

い。） 

・不安全設備一覧表に

よって安全対策を一

元管理 

・運転中に手を出さざ

るを得ない作業のリ

ストアップとその安

全作業標準書作成 
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管理面の対策 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

⑤対策完了報告 

⑥問題解決ミーティ

ングで確認 

リスクアセス

メント（ＲＡ） 

・ヒヤリハット提案と

リスクアセスメント

を融合した安全活動

を展開 

・作業のＲＡは自社独

自の手法 

・リスク評価規定に基

づいてリスク評価し、

リスクレベル 3以上の

事象は優先的に対策

実施する。 

・安易な対策を取らな

いよう、副所長・所長

が確認し対策を承認 

・自社独自のマネジメ

ントシステム（ＫＯＳ

ＨＭＳ）の規定に従っ

てＲＡ、リスク管理を

実施 

・7000 箇所の危険源を

抽出し、リスク診断を

行い、優先度に応じて

順次安全対策を実施 

・リスクレベルの高い

設備エリアは立入禁

止にして稼働中の機

械と人の接触を防止 

・安全衛生マネジメン

トシステムの規定に

沿ってＲＡを実施 

・基準書に従って、す

べての作業のＲＡを

生産、保全、技術共同

で実施。 

・リスクレベル３以上

の作業をリスク管理

リストに登録し、毎月

安全衛生委員会で対

策進捗状況を報告 

 

・新設設備：①工場安

全設計基準に基づき

設計。②関連部署で機

器・作動・運転手順の

ＲＡを実施後に製作。

③機器設置後、関連部

署管理職、組合立会い

で安全確認。不備が見

つかれば改善するま

で運転禁止。 

・作業のＲＡ：工程ご

とに作業手順書に沿

ってＲＡ実施 

・安全衛生マネジメン

トシステムの規定に

沿ってＲＡを実施 

・危険源は全従業員の

報告、ＨＨ報告から抽

出および不安全設備 

・ＲＡはリスク検討委

員が実施 

・労働安全衛生リスク

管理要領に基づいて

実施 

・リスク評価規定に基

づいてリスク評価し、

リスクレベル 5は受容

できない。4、3は防護

対策を実施、2、1は受

容可とするが、リスク

低減対策を検討する。 

残留リスクに

対する安全確

保 

 ・特別管理作業管理標

準に、残留リスクにつ

いての安全教育およ

び該当設備の操作を

特定の社員に限定す

ることを定めている。

現場には危険性を示

した標示で注意喚起

している。 

・残留リスク：対策未

実施・・・現場標示 

・リスクアセスメント

表に記載された残留

リスクについて教育 

・現場に危険性を示し

た標示を行い注意喚

起 

・残留リスクは、リス

ク検討委員会、安全衛

生委員会などで新た

なリスクについて写

真付きで説明。その後

各職場の安全会議で

全員に周知 

・当該作業は操作権限

を与えた社員に限定。 

・特別管理Ａ：技術的

に安全対策が困難な

場合 

・特別管理Ｂ：対策実

施までに時間がかか

る場合 

・設備の安全状態を、

赤、黄、青にランク分

けして管理。黄色は、

一応安全対策が実施

されているが、隙間か

ら意図的に腕や手が

動機器に接触できる

場所、および残留リス
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管理面の対策 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

ク管理がとられてい

ない場所を示し、黄色

を無くす活動を進め

ている。 

 

ヒヤリハット

（ＨＨ）の活

用 

・ＨＨ発見者がリスク

アセスメントを行い、

職制が対策を決め都

度対策実施 

・ＨＨ活動により日常

的にはさまれ、巻き込

まれ災害の撲滅を推

進している 

・3Ｋヒヤリ（経験、

気がかり、危険予知）

の提出とＲＡの実施

によって対策を実施 

・体験・想定ＨＨもＲ

Ａ検討 

・リスクレベル 3以上

はＲＡ管理リストに

登録 

・重篤災害につながる

おそれのあるＨＨ（仮

想・体験）をマシンご

とに 1件／月提出し、

リスク評価、対策検

討・実施を実施 

・提出されたＨＨにつ

いて管理職がリスク

レベルを評価し、リス

クレベルが高いもの

は重篤災害リスﾄに登

録 

・ＨＨの内容で職制が

ＲＡを行い、リスクレ

ベルを評価。リスクレ

ベルの高いＨＨは安

全衛生委員会で対策

を検討する。 

・リスクレベルの高い

ＨＨは、不安全設備一

覧表に登録 

・ＨＨ発見者が簡易リ

スクアセスメントを

行い、職制が対策是非

を決める 

・想定される怪我の程

度でＡ,Ｂ,Ｃランク

分け 

・関係会社を含めて 1

万件／年提出 

現場パトロー

ル 

 ・パトロールによる問

題点の抽出を重要な

取組と位置づけ、様々

なパトロールを実施

している。 

・職制パトロール、 

・コミュニケーション

パトロール、 

・相互パトロール、 

・労使合同パトロー

ル、 

・トップ診断パトロー

ル、 

・社長パトロール 

  ・安全パトロールで、

現場作業員への声掛

け、作業員とのコミュ

ニケーション、作業全

体の段取り、手順把

握、不具合発見時の背

景確認、公平処罰、相

互信頼関係構築を行

う。 

工場長のパトロール

（1回／月）                   

本社役員パトロール

（1回／年）                 

本社パトロール（定期

・工場幹部、ライン管

理職による安全パト

ロールを毎月 1回実施 

（改善のきっかけを

つくる） 

①パトロールのテー

マを決め、チェックポ

イントを明示する 

②定期的かつ継続的

に実施 

③指摘事項の対応を

パトロール直後に決

定し、実施状況をフォ

ローしていく 
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管理面の対策 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

 修理時） 

 

④よい取組をＧｏｏ

ｄ Ｐｏｉｎｔとして

良好事例集に掲載す

る 

 

安全教育 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

ルール遵守 ・危険体感教育の中

で、機械停止ルール

は、自分だけでなく他

の作業者の命を守る

ためであることを教

える 

 

・各種パトロールで手

抜き作業（ルール違

反）を摘出する 

安全ルールの理解を

深めるため、取り決め

が必要な理由、注意ポ

イント、危険予測など

を記載し周知してい

る 

・入社 5年未満の社員

に毎年教育、理解度を

テスト 

・災害事例を用いて、

作業手順の遵守、機械

を停止して作業する

ことの重要性を教育 

・ルール違反があれば

声かけで注意 

・ルール違反をした場

合：社員は、安全作業

責任者の資格を取り

消し、工場内に実名で

違反行為を公表 

協力会社社員は、退場

入場禁止 

ちょっと待てＫＹ活

動で（協力会社を含

む）ルールに振り返る

ようにしている 

危険予知（Ｋ

Ｙ） 

・４ＲＫＹを危険体感

教育とセットで行っ

ている。 

・小集団活動で洗い出

した危険源をＫＹに

活用。 

・一人ＫＹの定着とレ

ベルアップ 

・試験によるレベル認

定（4 段階） 

・ルール違反等をする

と認定取り消し 

一人職場でのＫＹカ

ードの活用 

危険予知トレーニン

グ、イラストシートを

使った 4ＲＫＹ、作業

前ＫＹを実施 

・ＫＹチェックカード

を全従業員携行 

・一人ＫＹ時のチェッ

クポイントが、人の行

動 10 項目、物の状態 7

項目が示されており、

危険予知の漏れがな

いようにしている。 

・ＫＹＫ（ＫＹ+改善）

活動 

チームＫＹ、二人ＫＹ

（一人ＫＹ）を行い、

作業完了後振り返る。

ＨＨがあった場合は

提案し、ＲＡを実施

し、改善する。ＫＹ内

容の見直しも行う。 

 危険体感教

育 

 

・危険体感教育設備設

置（ベルトコンベア、

スクリューコンベア、

ロール機、空気駆動動

力機械、重量物、感電

など） 

・外部教育機関が危険

体感機械持参で来場

し危険体感教育実施

（1回／年）（ロール

機巻き込まれ、ワイヤ

ーはさまれ、感電の体

・危険体感教育設備設

置（ロール機、粉じん

爆発、感電等） 

 

 

自社の別工場から借

用して危険体感教育

を実施 

 

 

・危険体感教育設備今

年度中に設置予定（ベ

ルトコンベア、ロール

機、墜落・転落、感電

等） 

・現在は外部から来社

・自社内で危険体感教

育を実施（ロール機、

粉じん爆発、感電等） 
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安全教育 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

・運用開始時、社員 400

人、協力会社 600 人全

員の体感教育実施 

・新規入構者には危険

体感教育受講を必須

とする 

験） で体感教育実施 

若年者層の教

育・指導 

・新入社員には 1か月

安全を含め基礎教育

を実施 

・経験の浅い社員、協

力会社員には危険体

感教育が有効。 

 

・一人ＫＹを先輩社員

が 1年間指導 

・本物の機械を止める

実機での停止訓練を

実施 

  ・経験の浅い社員の作

業には、安全作業責任

者が必ず同行 

・新規入構者への特別

安全教育 

・若年層を安全パトロ

ールに参加させる 

教育計画に新入社員

教育計画を織り込み 

 

その他 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

不意起動防止 ・設備、操業、元請、

下請が元電源に各々

作業中の札掛け。（一

部ロックアウト実施） 

・すべての札が取り外

されてから元電源 ON 

・制御盤の起動スイッ

チのキーを抜くか又

は不意起動防止カバ

ーを制御盤上に取り

付ける。危険エリア内

に入る者は必ず安全

確認カードを起動ス

イッチ又は不意起動

防止カバーに取り付

け、全員の安全確認カ

ードが取り外されな

ければ起動スイッチ

をＯＮにしてはなら

ないと取り決めてい

る。 

元電源の作業部署の

札掛け方式から、操作

盤電源のキースイッ

チ化および元電源の

札掛け方式に変更。 

・元電源のロックアウ

ト、タグアウト 

・すべてのタグと施錠

が取り外されてから、

元電源のキーをＯＮ 

・動力電源の確実な断

路（ロックアウト、タ

グアウト） 

・「安全確認札」を活

用して、作業終了時に

全員戻っていること

を命札の残りがない

ことで確実に確認。 

・ＬＴＴ（ロックアウ

ト、タグアウト、トラ

イ）の徹底 

・すべてのタグが取り

外されてから、元電源

のキーをＯＮ 
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その他 非鉄金属製錬 非鉄金属製造 非鉄金属加工 製紙 セメント製造 化学工業 

 

計画外停止防

止 

 ・作業オペレーターの

自主保全による点

検・給油・増し締めを

実施 

・自主保全技能士（社

内認定）を育成してい

る 

 

  ・コンベア：詰まり検

出器、蛇行検出器、ス

リップ検出器（いずれ

も市販）で異常の早期

発見 

 

事業場特有の

取組み（一部

再掲） 

ＲＡとＨＨを融合し

た安全活動    

ＲＡおよび体験・想定

ＨＨ報告内容をリス

ク評価し、労働安全衛

生マネジメントプロ

グラムに組み入れて

リスク低減対策を年

間計画で推進してい

る。 

・リスクレベルの高い

設備エリアは、エリア

毎に設備稼動中の立

入禁止の防護柵を設

置し、稼動設備と人と

の接触を防止してい

る 

 ・古い設備は狭くて安

全柵の設置が困難な

場所では、防護ネット

などを設置し隔離距

離を確保。 

・電源を切っても慣性

で回転する設備には、

停止確認マークをつ

け目視で完全停止を

確認できるようにし

た。 

不安全設備一覧表（Ｏ

ＳＨＭＳ導入時より）

による不安全設備の

一元管理  現在 600

件未完                       

毎月、新規登録、対策

実施済み、未実施事項

の確認を行う 

はさまれ、巻き込まれ

ガイドラインで、危険

度評価の実施判定フ

ロー、残留リスクがあ

る場合の取り進め判

定フロー等フローチ

ャートでわかりやす

く示している。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告書は、平成 30 年度厚生労働省委託事業「老朽化した生産設備における安全対策の調査

分析事業」の結果をとりまとめたものである。 

 

 

平成 31 年 3 月 

 

厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課 

 


